
1990年出上の木簡

奈
良
・
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
大
官
町
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
九
月
？

一
〇
月

８
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
平
松
良
雄

・
松
本
美
賀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
後
半
を
平
安
時
代
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪
の
南
西
部
に
相
当
し
、
調
査
区
南

端
は
三
条
大
路
に
相
当
し
て
い
る
。

マ
ン
ツ
ョ
ン
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
、

調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
東
西

五

・
六
ｍ
、
南
北
四
五

・
八
ｍ

の
本
調
査
区
、
及
び
拡
張
区
の

計
約
三

一
六
ポ
で
あ
る
。
検
出

遺
構
は
、
調
査
区
南
端
の
大
溝

（三
条
大
路
北
側
濤
）、
掘
立
柱
建

物
五
棟
、
そ
の
他
の
柱
穴
二
九

基
、
溝
六
条
な
ど
で
あ
る
。

今
回
木
筒
が
出
上
し
た
の
は
、

三
条
大
路
北
側
溝
と
推
定
さ
れ
る
東
西
方
向
に
走
る
大
溝
か
ら
で
あ
る
。
大
溝

の
規
模
は
幅
三

・
三
ｍ
、
基
底
部
で
幅

一
・
六
ｍ
、
深
さ

一
・
三
ｍ
を
測
る
も

の
で
、
木
簡
は
大
溝
南
辺
の
底
部
直
上
の
淡
灰
色
砂
質
土
層
よ
り
出
上
し
た
。

淡
灰
色
砂
質
土
層
中
に
は
他
に
多
量
の
木
片

。
木
製
品

・
植
物
遺
体

・
土
器
片

が
含
ま
れ
て
い
る
。
多
量
の
木
片
中
、
現
在
ま
で
に
木
簡
と
し
て
確
認
で
き
た

の
は
二
点
で
あ
る
。
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木
簡
の
釈
文

。
内
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溢
受
∞
ｏ解

釈
読
に
つ
い
て
は
京
都
教
育
大
学
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
な

お
、
今
回
の
報
告
に
あ
た
り
、
釈
文
の
記
載
方
法
及
び
表
一異
を

一
部
訂
正
し
た

箇
所
が
あ
る
。
今
後
は
こ
れ
に
よ
ら
れ
た
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館

『
大
和
を
掘
る
―
十

一
九
九
〇

年
度
発
掘
調
査
速
報
』
全

九
九
一
年
）
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良
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）
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